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イネ縞葉枯病ウイルスの保毒虫率が高い地域があるので

縞葉枯病の発生に注意しましょう！

昨年度は県南部を中心に約２０年ぶりにイネ縞葉枯病の発生が多くなりました。

５月下旬から６月上旬に麦ほ場から採取したヒメトビウンカ第一世代幼虫のイネ縞葉

枯病ウイルスの保毒虫率検定を実施した結果、保毒虫率が県南部で高い地域があり、藤

岡町蛭沼では１３％でした（表・図１）。越冬世代幼虫の調査では小山市下国府塚や茨

城県筑西市内に保毒虫率が１０％を超える地域が確認されています（参考資料１ ,２）。

現在、保毒虫率の高い地域は県南部が中心ですが、今後は分布の拡大が懸念されます。

地域の縞葉枯病発生状況や予察情報に注意を払いましょう！

‐発生状況の監視を強化する-

地域のイネ縞葉枯病ウイルスの保毒虫率が高い場合、①抵抗性品種の「あさひの夢」

作付や②有効な箱施用の施用の対策をしていないほ場では６月中旬以降「ゆうれい症状」

が目立ってきます。出穂期以降、「穂の出すくみ」を含む縞葉枯病発生株率が１０％を

超える場合、来年度の対策が必要です（参考資料３）。

表・図１ ヒメトビウンカのイネ縞葉枯病ウイルス保毒虫率検定結果

調査地点 検定虫数 保毒虫率
(頭) (%)

芳賀町稲毛田 ６２ ０ .０
真岡市飯貝 ７ ０ .０
真岡市桑の川 ３８ ２ .６
真岡市程島 ４３ ２ .３
宇都宮市芦沼町 ６３ ０ .０
宇都宮市岩曽町 ５５ ０ .０
宇都宮市茂原町 ８３ １ .２
鹿沼市楡木町 １００ ０ .０
下野市小金井 ２９ ６ .９
小山市大本 ６１ １ .６
小山市小袋 ４６ ２ .３
壬生町助谷 ７５ ０ .０
栃木市大塚町 １００ ０ .０
藤岡町蛭沼 １００ １３ .０
佐野市小中町 ３９ ２ .６
足利市高松町 １００ ０ .０

＊調査方法：５月 25 日～６月２日に県内の
麦畑からヒメトビウンカ幼虫を採取し、エ
ライザ法により検定した。
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